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議 題 

（１） 難病対策事業について（事業報告・統計） 

 

（２）難病患者在宅療養支援部会について 

 

 

 



議 事 の 要 旨 

（１）難病対策事業について（事業報告・統計） 

難病対策事業について、事務局から説明を行った。 

 

（事務局）欠席委員からの意見・質問等を紹介。 

（江口委員（欠席））受給者数が増加傾向にあるが、２０歳から６９歳の就労世代がど

の程度の割合なのか知りたいため、年齢階級別のデータもあると

ありがたい。 

（事務局）就労世代の割合は６０％程度であり、どの年代も少しずつ増加している。 

（江口委員（欠席））医療講演会の YouTube 配信の実績（視聴数）はどの程度だったか。 

（相原委員）３人の講師それぞれの視聴回数と平均視聴時間が出ている。 

北里大学病院の武藤剛先生の講演は、視聴回数は２１３回、平均視聴時

間は１５分３２秒だった。神奈川産業保健総合支援センターの新名早苗

先生の講演は、視聴回数は１２６回、平均視聴時間は１０分１８秒だっ

た。横浜公共職業安定所の鶴見尚子先生の講演は、視聴回数は１２０回、

平均視聴時間は８分９秒だった。 

（相原委員）医療講演会では、病気や経済面の不安に対する精神的なサポートや、継

続したフォローアップ支援に関する情報等があると良いという意見があ

った。社会保険労務士の申し込みもあったが、企業からの申し込みはな

かった。 

（江口委員（欠席））出張就労相談会では、どのような相談があったか。開催時間につ

いての情報があるとありがたい。 

（事務局）午後のみの日が一日、それ以外の３日間は午前１０時から午後３時５０分

まで開催している。相談内容の一例では、「派遣契約が終了する。その後の

働き方を相談したいが、体力が心配」という相談があった。 

（相原委員）個別就労相談の令和６年度の実績は６２件で、減少傾向にある。すぐに

でも働きたいという相談者もいたが、かながわ難病相談・支援センター

では、相談者に企業の紹介ができないため、ハローワークにつなぐこと

がかなりあった。また、周知も課題である。 

年齢区分は、２０代から５０代でそれぞれの世代が１４～１５％、６０

代が４％となっている。 

疾患群は、免疫系の疾患、消化器系の疾患、神経系の疾患の順番となっ

ている。 

住所別では、横浜市、相模原市、川崎市の順である。 

主に「体調の調整」、「病名を開示するか否か」、「どういう就職活動をし

ていけば良いか」、「転職をするにあたり、どんな風に就職活動をすれば

いいのか」、「離職して長期のブランクがあるが、この病気は働けるのか」

「どのような仕事があるのか」、「難病になって間もないが、仕事もした



いし、治療も行っていきたい」という相談があった。 

（江口委員（欠席））地域の難病患者の就労ニーズが把握できていないことが課題。ま

ずは相模原市内の難病患者の就労状況や課題などの地域性を考慮

したニーズ把握ができると良い。 

（阿部委員）難病相談・支援センターはどこにあるのか、支援者が相談しても良いの

か、どういう形で相談を受けているのか伺いたい。 

（相原委員）同センターは県及び指定都市から事業を受託し横浜に設置されている。

相談の対象者は患者本人、患者の家族だけではなく、支援者からも多く

の相談を受けている。電話相談、面談、メールでも、どんな形でも良い。 

 

（２）難病患者在宅療養支援部会について 

令和７年度難病患者在宅療養支援部会について、事務局から説明を行った。出席委員、

欠席委員からの意見はなし。 

 

（会長）議題（２）まで終了しましたが、全体を通して御質問、御意見がありました

ら挙手でお願いいたします。 

（委員全員）挙手なし。 

（会長）本日、委員のみなさまにいただいた御意見を施策に活かしながら、難病患者

や御家族にとってより良い制度となるよう、検討を進めて欲しいと思いま

す。 

以上で本日の議事について協議を終了いたしました。それでは、進行を事務

局にお返しします。 

（事務局）ありがとうございました。以上をもちまして、相模原市難病対策地域協議

会を終了いたします。 

本日は誠にありがとうございました。どうぞご退出ください。 

 

以 上 

 


